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ャンパスを置く A 大学女子ソフトテニス部を調査フィールドとして、2017 年 1 月 11 日～4 月 10 日の期間
に、メーカー3 社のボール各 100 球、計 300 球を練習時に使用し、①廃棄ボール、②ロストボール、および
③残存ボールの数を記録した。結果、各社の①廃棄ボール数、②ロストボール数、③残存ボール数について、
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日本ソフトテニス連盟の公認を受け 2014 年 4 月 20
日より発売を開始した（ダンロップスポーツ株式会
社）。これにより、日本ソフトテニス連盟公認大会で




























ナガセケンコー株式会社は、1997 年 4 月にバル
ブ式ポンプに適した空気挿入口を持つボールを開発、
および特許申請し、1998 年 11 月 10 日に公開され
ている。他、ボール製造に関する特許が 1999 年 3
月 2 日と同年 6 月 22 日に公開されている。これに
対して、昭和ゴム株式会社は、2004 年に同じくバル
ブ式のポンプに適した空気挿入口を持つボールを開










し、2003 年 2 月に販売を開始した。これに対して、
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（2015）の調査によると、過去 1 年 1 回以上テニス
を行った 10 歳以上の日本人の推計人口は、硬式テ





所（2017）「2017 年版 スポーツ産業白書」から 2015
年の市場規模を紐解くと、ラケットでは、硬式テニ








数 261 万ダース、市場規模 37 億円、単価（1 球）
120 円に対して、ソフトテニスは出荷数 58 万ダー
ス、市場規模 15 億円、単価（1 球）216 円であった。
単価（1 球）では、ソフトテニスの方が 100 円弱高
いが、出荷数は圧倒的に硬式テニスの方が多く、テ


























万ダース、市場規模 205 億円、単価（1 球）181 円、
練習で使用するレンジボールは、出荷数 355 万ダー
ス、市場規模 19 億円、単価（1 球）45 円となって
おり、ソフトテニスボールの出荷数 58 万ダース、
市場規模 15 億円、単価 216 円と比較すると、練習
で使用されるレンジボールの方が市場規模は大きい。 
「レジャー白書 2016」より 2015 年のゴルフ人口
（年に 1 回以上コースでプレーした人口）は約 760
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2017 年 1 月 11 日（木）～4 月 10 日（月）｡ただ







2017 年 3 月まで 23 名 
2017 年 4 月以降 30 名 
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3.4 調査対象ボール（図 3） 
日本ソフトテニス連盟公認球 300 球 
・アカエムボール 100 球 
・ケンコーボール 100 球 













店から、2017 年 7 月 20 日に手続きを行った。購入
したボールの数と金額（税込）は、アカエムボール：
10 ダース 36000 円、スリクソンボール：12 ダース























者である学生 3 名が行い、3 社の異なる空気入れポ




























は空気が抜けている、の 3 項目とした。①-3 の定義















表 1 に、調査結果を示す。2017 年 1 月 11 日から
対象ボール 300 球の使用を開始し、2017 年 4 月 10
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日時点の各社の①廃棄ボール数、②ロストボール数、
③残存ボール数について、B 社は①3 球、②23 球、
③74 球、C 社は①26 球、②18 球、③56 球、および





























































































B社 100 3 23 74
C社 100 26 18 56






表 1 3 ヶ月経過後の廃棄、ロスト、および残存ボール数 
●ケンコーボール  ●アカエムボール  ●スリクソンボール
○ボールの厚さ（Peacock 製 PG-10 にて、3 回測定の平均値） 
  1.72mm    1.84mm     1.72mm 
図 4 各ボールの内側の構造と厚さ（mm） 
ソフトテニスボールの耐久性に関する研究―メーカー3 社の比較―（高橋 憲司） 
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